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V233b Solar-C(EUVST)光学設計の最新状況および公差解析結果報告
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Solar-C(EUVST)は極端紫外・真空紫外線において、0.4′′の高空間分解能による広い波長帯域を観測する次期太
陽観測衛星である。EUVSTでは短波長 (SW)バンドで 170–215 Å、長波長 (LW)バンドで 465–1220 Åという波
長範囲を、4台の検出器により分光計測する。その全ての計測波長範囲に対し、0.4′′の高空間分解能を 100′′×100′′

の視野で達成するため、我々は光学系を改定し、0.4′′分解能へのマージンを確保した。さらに改定した光学系に
対し公差解析を行い、設置誤差や調整誤差・製作誤差に 起因する空間分解能・波長分解能の劣化を推定した。
公差解析では各光学素子の並進・回転による誤差を仮定して理想光学系から変化 させた際、空間方向・波長方

向にどれほど像が劣化するかについて、Zemaxを用 いた光線追跡により像面における点像分布関数の半値幅を評
価した。また楕円面不等間隔回折格子の面形状および溝間隔の関数のパラメータを変化さ せ、同様に空間・波長
分解能劣化を調査した。要求する分解能を広い視野・波長範囲で同時に満たすため、4台ある各検出器ご とに 9
波長点・9視野点に対し解析を行い、その最悪値を誤差バジェットの参照値 として採用した。公差解析の結果か
ら、光学系および組立誤差による空間分解能の誤差バジェット は 0.4′′に対し LW, SWでそれぞれ 15%, 5.8%で
あった。
本講演では光学設計の最新状況および感度解析の結果を報告する。


